
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル

　
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
の

「
ト
グ
ロ
ン
ハ
ー
ド
シ

リ
ー
ズ
」
は
Ｈ
Ｒ
Ｃ

―

の
焼
き
入
れ
鋼
の

加
工
が
可
能
。
中
で
も

Ｄ
以
上
の
深
穴
加
工

が
行
え
る
「
ト
グ
ロ
ン

ハ
ー
ド
ロ
ン
グ
ド
リ

ル
」
は
金
型
へ
直
彫
り

加
工
を
行
っ
た
後
、
放

電
加
工
機
に
ワ
ー
ク
を

移
す
こ
と
な
く
、
そ
の

ま
ま
ド
リ
ル
で
エ
ジ
ェ

ク
タ
ー
ピ
ン
や
、
冷
却

穴
な
ど
の
深
穴
加
工
を

行
え
る
。
ワ
ン
マ
シ
ン

・
ワ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
加

工
が
で
き
、
工
程
削
減

の
効
果
が
期
待
で
き

る
。
刃
径
は
直
径
１
・

０
―
６
・
０

。

　
ま
た
、
小
径
加
工
に

関
し
て
は
「
ト
グ
ロ
ン

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ー
ド
ド

リ
ル
」
に
よ
り
直
径
０

・
１

か
ら
の
焼
入

れ
鋼
加
工
を
実
現
。
穴

位
置
精
度
確
保
が
必
要

な
場
合
、
高
硬
度
材
用

位
置
決
め
ド
リ
ル
「
ト

グ
ロ
ン
ハ
ー
ド
Ｓ
Ｐ
」

と
の
併
用
が
効
果
的

だ
。

ダ
イ
ニ
チ

　
ダ
イ
ニ
チ
は
２
０
１

４
年
か
ら
「
Ｓ
ｍ
ａ
ｌ

ｌ
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｅ
ｓ
　
―

　
ａ
　
Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
　

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
！
」
を

合
言
葉
に
、
小
径
ド
リ

ル
の
穴
加
工
の
進
化

深
化

を
追
求
す

る
。
小
径
穴
あ
け
に
よ

る
未
来
へ
の
貢
献
を
目

指
す
た
め
、
よ
り
い
っ

そ
う
の
技
術
向
上
を
図

っ
て
い
く
。

　
そ
の
第
一
弾
が
、
小

径
ド
リ
ル
に
よ
る
穴
加

工
の
深
さ
へ
の
挑
戦
。

直
径
０
・
１
―
６

な
ら
、
そ
の
径
の
１
０

０
倍
の
深
さ
ま
で
穴
あ

け
加
工
で
き
る
技
術
を

確
立
し
た
。
こ
の
技
術

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
レ

ー
ザ
ー
加
工
や
放
電
加

工
で
な
け
れ
ば
難
し
か

っ
た
穴
あ
け
分
野
に
応

用
で
き
る
。
熱
の
影
響

が
少
な
く
、
精
度
や
面

粗
度
も
高
い
レ
ベ
ル
の

穴
加
工
が
可
能
。
各
種

ノ
ズ
ル
や
オ
リ
フ
ィ
ス

小
孔

な
ど
、
小
径

の
精
密
穴
加
工
に
威
力

を
発
揮
す
る
。

ここまでできる

小径・深穴加工技術
主
要
各
社
の
製
品
＆
技
術
〈
掲
載
順
不
同
〉

企
業
紹
介
、
次
ペ
ー
ジ
下
段
へ
続
く

　近年、電子部品や医療機器などを
中心に工業製品の小型・高機能化が
進んでおり、それに伴って小径・深
穴加工ニーズが高まっている。構造
や材料においても複雑化が進み、穴
加工の方法も多様化している。特に

自動車産業などでは、アジアを中心
とした新興国での需要増を背景に、
付加価値の高い製品を効率的に生み
出そうとする動きが活発化してい
る。それを支え、実現するのが小径
・深穴加工技術といえるだろう。

製
品
の
小
型
・
高
機
能
化
が
進
展
ニ
ー
ズ
一
段
と
高
ま
る

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ５月２０日 火曜日 　　

　　
　　

　
超
硬
工
具
協
会
が
ま
と
め

た
２
０
１
３
年
の
超
硬
工
具

の
国
内
出
荷
統
計
に
よ
る

と
、
輸
出
額
が
前
年
比

・

９
％
増
し
の
９
５
９
億
８
６

０
０
万
円
。
輸
入
額
が
同

・
９
％
増
し
の
５
５
５
億
９

０
０
万
円
。
総
出
荷
額
は
同

２
・
７
％
増
し
の
２
９
０
１

億
１
３
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
円
安
に
よ
る
効
果
も
あ

る
が
、
国
内
・
海
外
と
も
に

自
動
車
関
連
を
中
心
と
し
た

需
要
増
に
支
え
ら
れ
、
好
調

を
維
持
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
ド
リ
ル
に
よ
る

深
穴
加
工
と
は
、
ド
リ
ル
の

直
径
に
対
し
て
穴
深
さ
が
４

倍
以
上
の
穴
加
工
を
い
う
。

こ
れ
ま
で
ド
リ
ル
に
よ
る
穴

加
工
は
、
加
工
効
率
が
良
く

穴
の
精
度
も
高
い
反
面
、
切

り
く
ず
排
出
に
伴
う
ト
ラ
ブ

ル
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
切

り
く
ず
は
ド
リ
ル
溝
と
穴
の

間
を
通
っ
て
排
出
さ
れ
る

が
、
切
削
長
さ
が
深
く
な
る

ほ
ど
切
り
く
ず
の
排
出
抵
抗

が
大
き
く
な
り
、
ド
リ
ル
の

剛
性
を
超
え
る
と
折
損
に
つ

な
が
る
。
刃
先
に
発
生
す
る

熱
が
切
れ
味
を
低
下
さ
せ
た

り
、
被
加
工
材
に
影
響
を
与

え
る
な
ど
難
し
い
面
を
持
っ

て
い
た
。

　
し
か
し
近
年
は
工
具
や
治

具
、
機
械
、
切
削
油
な
ど
の

発
達
に
よ
り
、
工
具
の
寿
命

が
延
び
て
い
る
。
ま
た
、
設

計
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技

術
や
セ
ン
サ
ー
類
の
進
歩
に

よ
っ
て
、
そ
の
応
用
範
囲
も

大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
ド

リ
ル
に
よ
る
穴
あ
け
性
能
は

加
工
条
件
や
工
作
機
械
、
切

削
油
剤
な
ど
の
要
因
を
複
合

的
に
判
断
し
、
機
械
と
工
具

の
両
面
か
ら
よ
り
良
い
加
工

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。

　　
　　

　
小
径
ド
リ
ル
に
つ
い
て
は

直
径
２
―
３

以
下
を
小

径
、
そ
れ
よ
り
小
さ
い
も
の

は
微
小
径
、
極
小
径
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

Ｉ
Ｔ
関
連
機
器
や
医
療
機
器

な
ど
で
は
小
型
・
高
機
能
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
高

精
度
で
効
率
的
な
穴
あ
け
が

で
き
る
ド
リ
ル
加
工
の
ニ
ー

ズ
は
、
以
前
に
も
増
し
て
強

く
な
っ
て
い
る
。
工
具
メ
ー

カ
ー
は
母
材
や
形
状
の
見
直

し
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
の
改

良
な
ど
を
行
い
、
小
径
で
も

安
定
し
て
深
穴
を
あ
け
ら
れ

る
ド
リ
ル
の
開
発
に
力
を
注

い
で
い
る
。

　
最
近
で
は
耐
熱
合
金
や
チ

タ
ン
系
金
属
な
ど
難
削
材
の

加
工
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い

る
。
特
に
炭
素
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

は
航
空
機
材
料
と
し
て
使
用

量
が
増
え
て
い
る
。
今
後
、

自
動
車
の
車
体
材
料
と
し
て

の
利
用
拡
大
も
見
込
め
る
。

し
か
し
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
工
具
に

と
っ
て
難
敵
で
あ
る
。
バ
リ

や
剥
離
が
発
生
し
や
す
く
工

具
摩
耗
も
激
し
い
。
加
え

て
、
熱
伝
導
率
も
チ
タ
ン
合

金
よ
り
低
く
、
熱
が
こ
も
り

や
す
い
。
一
般
的
な
超
硬
工

具
で
あ
れ
ば
寿
命
は
１

に

も
満
た
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　
工
具
メ
ー
カ
ー
各
社
は
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

ド
リ
ル
や
専
用
化
し
た
工
具

を
開
発
し
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
が
、
さ
ら
な
る

高
性
能
を
求
め
る
声
も
多

い
。
　

　
こ
れ
か
ら
の
切
削
工
具

は
、
低
コ
ス
ト
と
高
性
能
へ

の
二
極
化
が
進
む
と
の
見
方

が
あ
る
。
小
径
加
工
や
深
穴

加
工
に
使
用
さ
れ
る
ド
リ
ル

に
つ
い
て
い
え
ば
、
さ
ら
に

高
性
能
化
が
進
む
だ
ろ
う
。

加
工
設
備
や
加
工
対
象
と
な

る
材
料
、
ま
た
製
品
そ
の
も

の
が
進
化
す
る
な
か
で
、
あ

ら
た
な
ニ
ー
ズ
や
市
場
が
生

ま
れ
る
。
そ
れ
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
か
が
、
工
具
メ
ー

カ
ー
の
テ
ー
マ
と
な
る
。


